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貴社の景況判断BSI（「上昇」－「下降」社数構成比） （単位：％ポイント）●貴社の景況
令和６年７～９月期の「貴社の景況判断」ＢＳＩを全産業でみると、大企業は5.1％ポイ
ントとなり、令和６年４～６月期以降２期連続の「上昇」超となっています。続いて、中
堅企業も「上昇」超、中小企業は「下降」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業、中堅企業は「上昇」超で推移する見通しとなり、
中小企業は「下降」超で推移する見通しとなっています。
●国内の景況
令和６年７～９月期の「国内の景況判断」ＢＳＩを全産業でみると、大企業は5.5％ポイ
ントとなり、令和５年４～６月期以降６期連続の「上昇」超、中堅企業は「上昇」超、中
小企業は「下降」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業、中堅企業は「上昇」超で推移する見通しとなって
います。中小企業は「下降」超で推移する見通しとなっています。
令和６年９月末時点の「従業員数判断」ＢＳＩを全産業でみると、大企業は27.0％ポ
イントとなり、平成23年９月末以降53期連続の「不足気味」超となり、中堅企業、
中小企業はいずれも「不足気味」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業、中堅企業、中小企業いずれも「不足気味」超で
推移する見通しとなっています。
令和６年度は、2.4％の増収見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増収見込みとなっています。
令和６年度は、▲1.4％の減益見込みとなっています。
業種別にみると、製造業は減益見込み、非製造業は増益見込みとなっています。
令和６年度は、12.5％の増加見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増加見込みとなっています。

令和６年７ー９月期調査

対象企業数
回答企業数
回　収　率

法人企業景気予測調査
（内閣府・財務省）

法人企業景気予測調査は、わが国の経済活動の主要部分を占める企業活動を把握することにより、経済の現状
および今後の見通しに関する基礎資料を得ることを目的として四半期ごとに調査しています。なお、資本金、
出資金または基金（以下、「資本金」といいます）1千万円以上の法人（ただし、電気・ガス・水道業および金融業、
保険業は資本金1億円以上）を対象としています。以下は、令和６年７-９月期調査結果の概要です。

（注）本調査において大企業とは資本金10億円以上の企業を、中堅企業とは資本金1億円以上10億円未満
の企業を、中小企業とは資本金1千万円以上1億円未満の企業をいいます。

景　　況

大
企
業
中
堅
企
業
中
小
企
業

全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業

令和７年１～３月
見通し

令和６年４～６月
前回調査

国内の景況判断BSI（「上昇」－「下降」社数構成比） （単位：％ポイント）

大
企
業
中
堅
企
業
中
小
企
業

全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業

令和６年７～９月
現状判断

令和７年１～３月
見通し

令和６年４～６月
前回調査

令和６年７～９月
現状判断

令和６年10～12月
見通し

令和６年10～12月
見通し

   4.7 
   5.3 
   4.4 
   5.7 
   2.2 
   6.6 
▲4.4 
▲6.0 
▲4.1 

   3.9 
   4.3 
   3.7 
   3.4 
   3.0 
   3.5 
▲10.1 
▲9.4 
▲10.2 

   5.1 
   4.5 
   5.4 
   2.4 
   0.7 
   2.9 
▲7.6 
▲16.9 
▲5.9 

   5.5 
   3.4 
   6.5 
   2.2 
   1.9 
   2.3 
▲13.5 
▲23.2 
▲11.7 

   0.4 
▲1.0 
   1.1 
▲1.6 
   ▲5.7 
▲0.5 
▲10.3 
▲25.1 
▲7.5 

   5.8 
   3.2 
   7.0 
   0.3 
▲4.9 
   1.6 
▲13.1 
▲24.3 
▲11.0 

   7.2 
   8.9 
   6.4 
   7.9 
   8.2 
   7.8 
▲1.0 
▲2.1 
▲0.8 

   4.7 
   5.5 
   4.4 
   2.4 
▲1.9 
   3.5 
▲8.9 
▲12.5 
▲8.3 

14,418社
11,179社
　 77.5％

設備投資

雇　　用

売 上  高

経常利益

Ｖ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
持
分
に
関
す
る

金
融
商
品
実
務
指
針
改
正
案
、公
表

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
９
月
18
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
５
３
３
回
企
業
会
計

基
準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

上
場
企
業
等
が
保
有
す
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｖ
Ｃ
）
フ
ァ

ン
ド
の
出
資
持
分

前
回
（
２
０
２
４
年
10
月
１
日
号

（
№
１
７
２
２
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
参
照
）に
引
き
続
き
、本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
対
象
と
す
る
組
合
等
へ
の
出

資
の
会
計
処
理
に
関
す
る
金
融
商
品

実
務
指
針
の
改
正
案
の
文
案
等
の
審

議
が
行
わ
れ
、
出
席
委
員
賛
成
で
公

表
議
決
さ
れ
た
（
９
月
20
日
公
表
、

コ
メ
ン
ト
期
限
は
11
月 

20 

日
。https: 

//w
w

w
.asb-j.jp/jp/ project/

exposure_draft/y2024/2024-
0920.htm

l

）

金
融
資
産
の
減
損

第
２
２
５
回
金
融
商
品
専
門
委
員

会
（
２
０
２
４
年
10
月
１
日
号
（
№

１
７
２
２
）情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）

に
引
き
続
き
、
ス
テ
ッ
プ
４
（
信
用
リ

ス
ク
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
詳
細
な
整
備

が
な
さ
れ
て
い
な
い
金
融
機
関
に
適

用
さ
れ
る
会
計
基
準
の
開
発
）
を
採

用
す
る
金
融
機
関
の
代
表
者
か
ら
聞

か
れ
た
意
見
の
対
応
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
複
数
シ
ナ
リ
オ
の
考
慮
を
含
め

た
結
果
の
確
率
加
重

最
も
可
能
性
が
高
い
中
心
と
な
る

将
来
予
測
シ
ナ
リ
オ
（
予
想
信
用
損

失
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
と
す

る
）
の
み
を
考
慮
す
る
こ
と
を
認
め

る
等
の
事
務
局
案
に
対
し
て
、
補
足

文
書
や
実
務
指
針
等
に
お
い
て
シ
ナ

リ
オ
作
成
に
関
す
る
具
体
的
な
考
え

方
や
参
考
事
例
を
示
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
聞
か
れ
て
い
た
。

事
務
局
か
ら
、
補
足
文
書
の
文
案

を
検
討
す
る
際
に
、
将
来
予
測
シ
ナ

リ
オ
に
お
け
る
将
来
予
測
の
考
慮
方

法
に
つ
い
て
ど
の
程
度
示
す
こ
と
が

で
き
る
か
議
論
を
行
う
と
の
対
応
案

が
示
さ
れ
た
。

⑵　
実
効
金
利
法

債
権
に
お
け
る
予
想
信
用
損
失
の

算
定
お
よ
び
償
却
原
価
の
算
定
の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
、
実
効
金
利
に
代

え
て
約
定
金
利
を
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
と
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
設
け
る

こ
と
等
の
事
務
局
案
に
対
し
て
、
貨

幣
の
時
間
価
値
の
考
慮
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
実
務
対
応
が
不
明
で
あ
る

と
の
意
見
が
聞
か
れ
て
い
た
。
事
務

局
か
ら
は
、
現
行
基
準
で
も
概
念
自

体
は
明
確
と
し
て
、
追
加
の
対
応
は

不
要
と
の
対
応
案
が
示
さ
れ
た
。

⑶　
そ
の
他

次
の
論
点
に
つ
い
て
実
務
に
配
慮

し
た
検
討
を
希
望
す
る
意
見
が
聞
か

れ
て
い
た
。

①　
直
接
償
却
の
取
扱
い

②　
金
融
保
証
契
約
へ
の
引
当

③　
ロ
ー
ン
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
へ

の
引
当

事
務
局
か
ら
は
、
ス
テ
ッ
プ
４
に

お
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
２
、３
と
異
な

る
定
め
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
の

対
応
案
が
示
さ
れ
た
。

＊　

以
上
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
賛
意

が
多
く
聞
か
れ
た
。

バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ

第
１
６
１
回
実
務
対
応
専
門
委
員

会
（
２
０
２
４
年
10
月
１
日
号
（
№

１
７
２
２
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ

Ｐ
Ａ
の
会
計
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
た
。

今
回
新
規
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
さ

れ
る
も
の
で
、
需
要
家
の
観
点
か
ら

優
先
度
の
高
い
論
点
に
範
囲
（
会
計

処
理
単
位
や
時
価
評
価
の
要
否
）
を

限
定
し
て
検
討
が
行
わ
れ
る
。

今
回
は
、
提
言
の
内
容
や
、
プ
ロ
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ネ
ッ
ト
投
稿
時
の
注
意
点

弁
護
士 

白
川　

敬
裕

経
理
に〝
効
く
効
く
〟

法
律
雑
学

「
法
の
不
知
は
、
こ
れ
を
許
さ
ず
」

と
い
う
原
則
が
あ
り
ま
す
。
刑
法
38

条
3
項
に
は
、「
法
律
を
知
ら
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

罪
を
犯
す
意
思
が
な
か
っ
た
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。「
そ

ん
な
法
律
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
い
う
弁
解
は
、「
罪
を
免
れ

る
理
由
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
Ｘ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
と
き
、
誰

か
が
創
作
し
た
文
章
や
イ
ラ
ス
ト
を

勝
手
に
使
っ
て
し
ま
う
と
、
著
作
権
侵

害
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
そ
の
よ
う
な
投
稿
を
す
る

と
き
、
著
作
権
法
に
定
め
ら
れ
た
「
引

用
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
知
っ
て
お
く
と
、

合
法
的
に
他
人
の
創
作
物
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
公
表
さ
れ
た
著
作
物
は
、
引
用
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
引
用
は
、
公
正
な

慣
行
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、か
つ
、

報
道
、
批
評
、
研
究
そ
の
他
の
引
用

の
目
的
上
正
当
な
範
囲
内
で
行
な
わ

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
著

作
権
法
32
①
）

時
に
は
誰
か
の
こ
と
を
批
評
す
る
投

稿
を
し
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
で
も
、
誰
か
を
批
評
し
て
、
そ

の
人
の
社
会
的
な
評
価
を
下
げ
て
し

ま
う
と
、
名
誉
棄
損
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
投
稿
を
す
る
と
き
、

名
誉
棄
損
の
違
法
性
を
問
わ
れ
な
い

ル
ー
ル
を
知
っ
て
お
く
と
、
合
法
的
に

他
人
の
批
評
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
を
充
た
せ

ば
、
違
法
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
も
っ
ぱ
ら
公
益
を
図
る
目
的
で
な

さ
れ
た
こ
と
（

≒

個
人
的
な
目
的
で
は

な
い
こ
と
）。
②
公
共
の
利
害
に
関
す

る
事
実
で
あ
る
こ
と
（

≒

個
人
的
な
事

柄
で
は
な
い
こ
と
）。
③
発
信
し
た
内

容
が
真
実
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
た
こ

と
。ネ

ッ
ト
投
稿
時
に
注
意
す
べ
き
法
律

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、
す
べ
て

の
法
律
を
正
確
に
覚
え
る
こ
と
は
大
変

で
す
。

実
生
活
や
仕
事
で
法
律
を
役
立
て

る
に
は
、
法
律
の
条
文
を
正
確
に
覚

え
て
お
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

事
な
の
は
、「
こ
れ
っ
て
法
律
の
問
題

か
も
」
と
い
う
「
引
っ
か
か
り
」
を
、

で
き
る
だ
け
多
く
し
て
お
く
こ
と
で

す
。
引
っ
か
か
り
さ
え
す
れ
ば
、
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
た
り
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
質
問
し
た
り

し
て
基
本
的
な
知
識
が
得
ら
れ
ま
す

し
、
自
分
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
の

か
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
行
政
の
窓
口

や
法
律
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
も

で
き
る
か
ら
で
す
。

ネ
ッ
ト
投
稿
時
に
、
頭
に
置
い
て
お

く
と
よ
い
「
他
人
の
権
利
」
を
挙
げ
ま

す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
著
作
権
…
思
想
ま
た
は
感
情
を

創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
で
、

文
芸
・
学
術
・
美
術
・
音
楽
の

範
囲
に
属
す
る
も
の

●
個
人
情
報
…
特
定
の
個
人
が
わ

か
っ
て
し
ま
う
情
報

●
名
誉
権
…
そ
の
人
や
会
社
に
対

す
る
社
会
的
な
評
価
。
名
誉
棄

損
＝
人
や
会
社
に
対
す
る
社
会

的
な
評
価
を
下
げ
る
行
為

●
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
…
私
生
活
を

み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
権
利

●
肖
像
権
…
自
分
の
姿
を
み
だ
り

に
撮
影
さ
れ
た
り
、
撮
影
さ
れ

た
画
像
を
公
表
・
使
用
さ
れ
た

り
し
な
い
権
利

●
営
業
秘
密
…
秘
密
と
し
て
管
理

さ
れ
て
い
る
、
事
業
活
動
に
有

用
な
技
術
上
ま
た
は
営
業
上
の

情
報
で
、
公
然
と
知
ら
れ
て
い

な
い
も
の

●
業
務
上
・
職
務
上
知
り
得
た
秘

密
…
法
令
上
の
守
秘
義
務
（
医

師
、
弁
護
人
な
ど
）

●
契
約
上
の
守
秘
義
務
…
提
携
企

業
間
の
守
秘
義
務
契
約
・
就
業

規
則
上
の
守
秘
義
務
条
項
な
ど

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
と
の
差
異
と
な
る
部
分

の
検
討
、進
む
─
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

ジ
ェ
ク
ト
の
範
囲
（
発
電
事
業
者
か

ら
需
要
家
に
電
力
の
取
引
を
伴
わ
ず

に
非
化
石
証
書
を
移
転
す
る
契
約
と

す
る
な
ど
）
の
整
理
に
つ
い
て
、
事

務
局
か
ら
説
明
が
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
方
向
性
に
賛
意
が
聞

か
れ
た
。

企
業
会
計
基
準
等
の
年
次
改
善

原
則
と
し
て
年
１
回
、
４
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
が
公

表
し
た
企
業
会
計
基
準
等
の
要
変
更

事
項
の
確
認
作
業
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、次
の
項
目
が
検
討
さ
れ
た
。

・
２
０
１
９
年
創
設
の
特
別
法
人
事
業

税
に
つ
い
て
、企
業
会
計
基
準
27
号

「
法
人
税
等
会
計
基
準
」
等
の
適

用
関
係
→
特
別
法
人
事
業
税
（
基

準
法
人
所
得
割
）
の
取
扱
い
を
よ

り
明
確
化
す
る
。
公
開
草
案
を
公

表
す
る「
改
正
」と
し
て
取
り
扱
う
。

・
実
務
対
応
報
告
10
号
「
種
類
株
式

の
貸
借
対
照
表
価
額
に
関
す
る

実
務
上
の
取
扱
い
」
に
お
い
て
、

２
０
０
５
年
の
商
法
改
正
に
伴
い
、

会
社
法
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
削
除
さ
れ
た
商
法
の
条
文
を

参
照
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
→

す
で
に
削
除
さ
れ
た
旧
商
法
の
条

文
を
参
照
す
る
形
か
ら
会
社
法
108

条
１
項
を
参
照
す
る
形
へ
の
変
更

に
と
ど
め
る
。

去
る
９
月
19
日
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
は
第

39
回
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員

会
を
開
催
し
た
。

３
月
29
日
に
公
表
さ
れ
た
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
基

準
公
開
草
案
（
以
下
、「
適
用
基
準

案
」
と
い
う
）
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
開
示
テ
ー
マ
別
基
準
の
公
開

草
案
（
以
下
、
あ
わ
せ
て
「
本
公
開

草
案
」
と
い
う
）
に
寄
せ
ら
れ
た
コ

メ
ン
ト
へ
の
対
応
案
に
つ
い
て
、
審

議
が
行
わ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
情
報
源
に
お
け
る

適
用
可
能
性
を
考
慮
す
る
際
の
文

書
化Ｉ

Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
で
は
、「
適
用
可

能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
要
求
事
項
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
当
該
要
求
事
項

を
満
た
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
が
、

明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

公
開
草
案
で
は
、
企
業
が
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
情
報
源
を
考
慮
し
た
証
跡
を
残
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す
こ
と
が
有
用
と
し
、
当
該
要
求
事

項
を
満
た
す
た
め
に
企
業
が
ど
の
よ

う
な
検
討
を
行
っ
た
の
か
、
そ
の
考

慮
の
過
程
に
つ
い
て
の
概
要
が
理
解

で
き
る
も
の
を
、
報
告
期
間
ご
と
に

文
書
と
し
て
明
確
化
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
旨
を
結
論
の
背
景
に
記
載

し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準

と
の
差
異
に
な
る
」、「
文
書
化
を
要

求
す
る
内
容
は
こ
の
箇
所
の
み
で
記

載
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
」
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

事
務
局
は
、
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン

ト
の
懸
念
に
つ
い
て
一
定
の
理
解
を

示
し
た
う
え
で
、
文
書
化
が
行
わ
れ

な
い
場
合
、「
適
用
可
能
性
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
定

め
を
満
た
し
た
か
ど
う
か
を
客
観
的

に
判
断
し
づ
ら
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
公
開
草
案
に
お
け
る
当
該

文
書
化
に
関
す
る
記
述
を
削
除
し
、

補
足
文
書
ま
た
は
解
説
記
事
に
お
い

て
当
該
文
書
化
に
関
す
る
記
述
を
提

供
す
る
の
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
賛
意
が
多
く
聞
か

れ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１
号
Ｂ
４
項
お
よ
び

Ｂ
５
項
に
相
当
す
る
定
め
の
取
扱
い

 

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１
号
で
は
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
の
リ
ス
ク
お
よ

び
機
会
が
、
企
業
と
当
該
企
業
の
バ

リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
利
害

関
係
者
、
社
会
、
経
済
お
よ
び
自
然

環
境
と
の
相
互
作
用
か
ら
生
じ
る
と

し
た
う
え
で
、
相
互
作
用
が
依
存
す

る
と
さ
れ
る
「
資
源
及
び
関
係
」
や

「
依
存
関
係
及
び
イ
ン
パ
ク
ト
」
に

つ
い
て
Ｂ
４
項
お
よ
び
Ｂ
５
項
に
お

い
て
説
明
し
て
い
る
。

公
開
草
案
で
は
、
基
準
の
読
み
や

す
さ
の
観
点
か
ら
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１

号
Ｂ
４
項
お
よ
び
Ｂ
５
項
を
そ
の
ま

ま
取
り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
具
体

的
な
開
示
の
定
め
に
お
い
て
「
資
源

及
び
関
係
」
や
「
依
存
関
係
及
び
イ

ン
パ
ク
ト
」
を
説
明
し
て
お
り
、
適

用
さ
れ
る
定
め
が
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
の

要
求
事
項
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
意

図
し
て
い
る
（
適
用
基
準
案
Ｂ
Ｃ
63

項
に
て
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
の
範

囲
の
決
定
に
関
す
る
具
体
的
な
定
め

の
詳
述
、
Ｂ
Ｃ
84
項
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
85

項
に
お
い
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関

連
の
リ
ス
ク
お
よ
び
機
会
の
見
直
し

に
関
す
る
定
め
に
お
い
て
、
具
体
的

に
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
に
影
響
を

与
え
る
事
例
を
記
述
）。

こ
れ
に
対
し
て
、「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基

準
と
の
差
異
に
な
り
得
る
」
と
の
コ

メ
ン
ト
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

 

事
務
局
は
、
適
用
基
準
案
を
修

正
し
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１
号
Ｂ
４
項

お
よ
び
Ｂ
５
項
に
相
当
す
る
定
め
を

結
論
の
背
景
に
追
加
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
と
提
案
し
た
。

委
員
か
ら
は
賛
意
が
聞
か
れ
た
。

持
分
法
に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｓ
28
号
の
改
訂

案
、公
表
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

国
際
会
計

両
論
併
記
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
利

下
げ

金
　
　
融

去
る
９
月
19
日
に
、
国
際
会
計
基

準
審
議
会
（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）
は
、
Ｉ
Ａ

Ｓ
28
号
「
関
連
会
社
及
び
共
同
支
配

企
業
に
対
す
る
投
資
」
を
改
訂
す
る

「
持
分
法
」（
以
下
、「
公
開
草
案
」

と
い
う
）
を
公
表
し
た
。

公
開
草
案
公
表
の
経
緯

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
で
は
、
企
業
の
連
結
財

務
諸
表
に
お
い
て
、
関
連
会
社
や

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
投

資
に
つ
い
て
、
持
分
法
を
適
用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

個
別
財
務
諸
表
に
お
い
て
は
、
子
会

社
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
、

関
連
会
社
へ
の
投
資
に
持
分
法
を
適

用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
持
分
法
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
28
号
に
定
め
ら
れ
て
い

る
。一

方
で
、
特
定
の
状
況
に
お
い

て
、
持
分
法
を
ど
の
よ
う
に
適
用
す

る
か
に
関
し
て
、
関
係
者
か
ら
疑
問

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
で

は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
し
て
、
Ｉ

Ａ
Ｓ
28
号
の
原
則
を
識
別
し
て
適
用

す
る
こ
と
で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
限
定
的
な
範
囲
で
の
検
討
と

な
る
。

公
開
草
案
の
内
容

公
開
草
案
で
は
、
た
と
え
ば
、
次

の
よ
う
な
実
務
適
用
上
の
疑
問
に
答

え
る
た
め
の
Ｉ
Ａ
Ｓ
28
号
へ
の
改
訂

提
案
を
挙
げ
て
い
る
。

①　
重
要
な
影
響
力
を
獲
得
し
た
際

の
所
有
者
持
分
の
変
化

②　
重
要
な
影
響
力
を
保
持
し
た
ま

ま
で
の
所
有
者
持
分
の
変
化
（
た

と
え
ば
、
新
た
な
所
有
者
持
分
を

購
入
し
た
と
き
や
、
所
有
者
持
分

を
処
分
し
た
と
き
）

③　
持
分
損
失
の
認
識

④　
関
係
会
社
と
の
取
引
に
関
す
る

会
計
処
理
（
た
と
え
ば
、
子
会
社

か
ら
関
係
会
社
に
売
却
を
し
た
と

き
）

⑤　
関
係
会
社
の
識
別
可
能
資
産
・

負
債
へ
の
持
分
を
公
正
価
値
で
測

定
す
る
際
に
関
係
す
る
当
初
認
識

に
関
す
る
税
効
果

コ
メ
ン
ト
期
限

当
該
公
開
草
案
に
対
す
る
コ
メ
ン

ト
は
、
２
０
２
５
年
１
月
20
日
ま
で

受
け
付
け
て
い
る
。

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）
は
９
月
18
日
、
政
策
金
利
で
あ

る
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
を
０
・
５
％
引
き
下

げ
、
４
・
７
５
％
―
５
・
０
０
％
と
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。
パ
ウ
エ
ル
議

長
は
記
者
会
見
で
、
経
済
が
堅
調
で

あ
る
一
方
、
労
働
市
場
の
伸
び
の
鈍

化
と
、
イ
ン
フ
レ
の
大
幅
緩
和
を
強

調
し
た
。
特
に
イ
ン
フ
レ
率
が
ピ
ー

ク
時
の
７
％
か
ら
８
月
時
点
の
予
測

値
で
２
％
台
ま
で
低
下
し
て
い
る
点

は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
利
下
げ
を
実
行
し
た

理
由
の
１
つ
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
公
表
さ
れ
た
経
済
見
通
し
で

も
、
２
０
２
４
年
の
個
人
消
費
支
出

（
Ｐ
Ｃ
Ｅ
）イ
ン
フ
レ
率
は
２
・
３
％
、

コ
ア
Ｐ
Ｃ
Ｅ
は
２
・
６
％
と
予
測
さ

れ
、
２
０
２
６
年
ま
で
に
目
標
値

２
％
へ
低
下
す
る
見
通
し
だ
。
ま
た

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
２
０
２
４
年
に

２
・
０
％
、
失
業
率
は
４
・
４
％
ま
で

上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
経

済
の
基
盤
が
安
定
す
る
な
か
で
、
Ｆ

Ｒ
Ｂ
が
金
融
緩
和
に
向
か
う
準
備
を
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日
米
中
央
銀
行
の
政
策
手
腕
を
評
価

す
る

証
　
　
券
　

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2024年
9月13日

金融庁告示64号
連結財務諸表の用語、様
式及び作成方法に関する
規則に規定する金融庁長
官が定める企業会計の基
準を指定する件の一部を
改正する件

金融庁
IASBが2024年6月30日までに公表したIFRS18号「財務諸表における表示及び開
示」、IFRS19号「公的説明責任のない子会社：開示」等について、連結財務諸表規則
312条に規定する指定国際会計基準とするもの。
https://www.fsa.go.jp/news/r6/sonota/20240913/20240913.html

―

2024年
9月13日

企業会計基準34号
「リースに関する会計基
準」等

ASBJ

IFRS16号「リース」等の国際的な会計基準との整合性を図るため、借手のすべての
リースについて資産および負債を計上する等の会計処理を規定するもの。これに伴
う関係会計基準等の改正および、日本公認会計士協会の実務指針等の改正も公表さ
れている。
https://www.asb-j.jp/jp/accounting_standards/y2024/2024-0913.html

―

2024年
9月17日

公開買付けの開示に関す
る留意事項について（公開
買付開示ガイドライン）

金融庁

現行の公開買付制度を前提とし、発行者以外の者による株券等の公開買付けに係る
開示書類の審査を行う関東財務局に対して審査にあたっての留意事項などを示す
とともに、法令上記載が求められる開示事項等についての考え方を示すことを目的
としたもの。
https://www.fsa.go.jp/news/r6/sonota/20240917/20240917.html

―

2024年
9月19日

デジタルガバナンス・
コード3.0～DX経営によ
る企業価値向上に向けて
～

経済
産業省

より経営者がDXに取り組むことを推進するため、DXを通して得られる企業価値
向上に焦点を当て、データ活用・連携やデジタル人材の確保、サイバーセキュリティ
等の時勢の変化に対応するための見直しなどを反映して取りまとめたもの。
https://www.meti.go.jp/press/2024/09/20240919001/20240919001-1.pdf

―

進
め
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

一
方
、
パ
ウ
エ
ル
議
長
は
利
下
げ

を
急
ぐ
こ
と
へ
の
懸
念
も
示
し
て
お

り
、
会
見
で
は
「
金
融
引
締
め
か
ら

の
転
換
が
早
急
過
ぎ
る
と
イ
ン
フ
レ

抑
制
の
進
展
を
妨
げ
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
転
換
の
速
度
が
遅
す
ぎ
れ
ば

経
済
活
動
や
雇
用
に
悪
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
今
後
の
政
策
判
断
に

お
い
て
、
慎
重
な
デ
ー
タ
分
析
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

今
後
の
政
策
金
利
の
道
筋
は
、

２
０
２
５
年
が
３・
４
％
、
２
０
２
６

年
に
は
２・
９
％
ま
で
下
が
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
イ
ン
フ
レ
と

失
業
率
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
慎

重
な
緩
和
政
策
と
い
え
る
。
ま
た
同
議

長
は
「
雇
用
市
場
は
過
熱
状
態
か
ら
冷

却
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
強
さ

を
維
持
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
労
働

市
場
が
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
政
策
に
お
い
て
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
続
け
る
こ
と
を
示

唆
し
た
。
会
見
で
は
、
今
後
の
利
下
げ

に
つ
い
て
「
既
定
路
線
に
沿
っ
て
行
う

こ
と
は
な
く
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
判

断
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
柔
軟
な
対

応
を
続
け
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。

全
体
と
し
て
評
価
す
る
と
、
今
回

の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
下
げ
決
定
は
、
イ
ン

フ
レ
の
進
展
と
経
済
の
安
定
を
反
映

し
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
措
置
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

９
月
の
米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会

（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
は
、
４
年
半
振
り
の

政
策
金
利
の
引
下
げ
幅
を
、
多
数
派

の
予
想
す
る
０
・
２
５
％
を
上
回
る

０
・
５
％
と
し
た
。
市
場
に
と
っ
て

や
や
嬉
し
い
誤
算
で
あ
り
、
利
下
げ

決
定
当
日
の
米
株
価
は
小
幅
下
落
し

た
も
の
の
、
翌
日
に
は
力
強
く
上
昇

し
た
。
利
下
げ
の
経
済
へ
の
プ
ラ
ス

効
果
を
評
価
し
た
と
い
え
よ
う
。

米
利
下
げ
の
影
響
は
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、
時
差
に
沿
っ
て
主

要
国
市
場
の
株
価
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

反
応
し
た
。
一
番
、
過
敏
に
反
応
し

た
の
は
日
本
市
場
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
日
本
市
場
の
反
応
は
、
米
利
下

げ
に
伴
っ
て
為
替
相
場
が
円
高
・
ド

ル
安
に
振
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
警

戒
し
て
き
た
が
、
為
替
市
場
は
意
外

に
も
円
安
へ
動
い
た
こ
と
を
反
映
す

る
も
の
だ
ろ
う
。

円
安
に
振
れ
た
背
景
に
は
、
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た

日
銀
金
融
政
策
決
定
会
合
で
、
利
上

げ
が
決
定
さ
れ
た
７
月
会
合
に
続
く

利
上
げ
は
見
送
ら
れ
、
日
米
の
金
利

差
は
拡
大
し
な
い
と
の
予
想
が
次
第

に
強
ま
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

日
銀
は
、
７
月
利
上
げ
以
後
も
表

向
き
は
経
済
・
物
価
が
日
銀
の
見
通

し
ど
お
り
に
推
移
す
れ
ば
今
後
も
利

上
げ
を
進
め
る
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い

と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
株
式
市
場

は
８
月
の
株
価
暴
落
後
、
日
銀
は
当

分
利
上
げ
は
で
き
な
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
た
が
、
そ
れ
は

正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

９
月
の
日
米
の
金
融
政
策
会
義

は
、
両
国
の
金
融
当
局
の
巧
み
な
運

営
が
目
立
ち
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
的

な
株
価
見
通
し
を
明
る
く
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
手
放
し
で
楽
観
論
を
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
経
済
・
金
融
、

そ
の
他
の
領
域
で
警
戒
す
べ
き
問
題

は
世
界
中
に
存
在
す
る
。

政
治
の
問
題
と
し
て
、
11
月
５
日

の
米
大
統
領
選
挙
の
結
果
、
新
大
統

領
の
打
ち
出
す
経
済
政
策
は
最
重
要

の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の

米
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
は
11
月
６
日
、
７
日
に

開
か
れ
る
。
引
き
続
き
金
融
当
局
の

手
綱
捌
き
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
当
面
、
米
市

場
が
先
導
す
る
世
界
的
な
株
価
上
昇

を
期
待
し
て
よ
い
が
、
上
昇
テ
ン
ポ

が
速
い
の
は
危
険
で
あ
り
、
避
け
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
。


